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    産業副産物を活用した肥料資材、土壌改良手法の開発 
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産 業 分 類  E 製造業                  

 

内 
 
 
 
 
 

形 

 

概  要 

 

農用地における施肥コストの低減を図るため、肥料、土壌改良材に 

有効な成分を含有する産業副産物の活用を研究。 

 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

産業副産物を対象として、既存の化学肥料の代替資材の探索、および適切な施

用方法の検討を行い、産業副産物の有効活用、および施肥コストの低減を目指

している。 

これまでに、産業副産物由来の燃焼灰、石膏資材等を対象に、肥料資材として

の検討試験を進めてきた。 

本技術の 

有用性 

・産業副産物の有効活用に伴う廃棄コスト、施肥コストの低減が期待できる。 

・過去の事例では、燃焼灰の添加により化学肥料並の大麦成長効果を確認。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
土壌改良資材、肥料 
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